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②
移
送
コ
ン
ベ
ア

③
分
別
機

分
別
機
は
、
生
ご
み
に
誤
っ
て
混
入
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
・
ス
チ
ロ
ー
ル
ト
レ

イ
、
生
ご
み
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を

分
別
し
て
排
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
分
別
と

同
時
に
、
生
ご
み
を
ド
ロ
ド
ロ
の
ペ
ー
ス
ト

状
に
つ
ぶ
し
ま
す
。

④
ス
ラ
リ
ー
タ
ン
ク

「
ス
ラ
リ
ー
タ
ン
ク
」
で
は
、
ド
ロ
ド
ロ

と
な
っ
た
ペ
ー
ス
ト
と
水
を
混
合
し
、
さ
ら

に
細
か
く
破
砕
し
て
ス
ラ
リ
ー
状
（
生
ご
み

と
水
が
混
じ
っ
た
状
態
）
に
し
ま
す
。
生
ご

み
と
水
の
混
合
割
合
は
１
対
１
で
す
。

⑤
バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
（
メ
タ
ン
発
酵
槽
）

内
部
に
は
メ
タ
ン
菌
を
発
酵
さ
せ
る
特
殊

な
炭
素
繊
維
が
入
っ
て
い
て
、
ス
ラ
リ
ー
を

55
℃
の
温
度
に
保
ち
、
約
10
日
間
か
け
て
分

解
し
、
メ
タ
ン
ガ
ス
と
炭
酸
ガ
ス
か
ら
な
る

「
バ
イ
オ
ガ
ス
」
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

３
ト
ン
の
生
ご
み
か
ら
最
大
４
８
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
バ
イ
オ
ガ
ス
が
で
き
ま
す
。

こ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
は
、
一
般
家
庭
の
お
風

呂
に
例
え
る
と
、
お
よ
そ
１
５
０
軒
分
の
お

湯
を
沸
か
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

⑥
脱
硫
塔

バ
イ
オ
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
硫
黄
分
を
取

り
除
き
ま
す
。

⑦
ガ
ス
ホ
ル
ダ

バ
イ
オ
ガ
ス
は
、
白
い
半
円
球
の
形
を
し

た
ガ
ス
ホ
ル
ダ
に
た
め
ら
れ
ま
す
。

⑧
マ
イ
ク
ロ
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

バ
イ
オ
ガ
ス
を
マ
イ
ク
ロ
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

で
高
速
燃
焼
さ
せ
て
発
電
し
、
こ
の
施
設
の

使
用
電
力
の
約
40
〜
50
％
（
一
般
家
庭
35
世

帯
分
の
使
用
電
力
）
を
ま
か
な
い
ま
す
。

⑨
排
熱
ボ
イ
ラ
ー

発
電
に
よ
り
生
じ
る
排
気
の
熱
を
利
用
し

て
、
排
熱
ボ
イ
ラ
ー
で
熱
交
換
し
て
温
水
を

作
り
出
し
ま
す
。

温
水
は
、
農
業
用
温
室
ハ
ウ
ス
と
給
食
セ

ン
タ
ー
に
供
給
さ
れ
ま
す
。

⑩
排
水
処
理

メ
タ
ン
発
酵
後
の
発
酵
液
は
、
下
水
道
放

流
基
準
に
合
わ
せ
た
水
質
ま
で
処
理
し
て
公

共
下
水
道
に
放
流
し
ま
す

⑪
脱
水
機
室

排
水
処
理
で
残
っ
た
固
形
分
を
さ
ら
に
脱

水
し
ま
す
。
処
理
後
の
最
終
的
な
残
り
か
す

は
、
生
ご
み
の
量
の
２
％
程
度
。
３
ト
ン
の

生
ご
み
か
ら
、
約
60
㎏
し
か
残
り
ま
せ
ん
。

⑫
脱
臭

施
設
内
で
発
生
し
た
臭
気
を
、脱
臭
装
置
で

微
生
物
に
よ
っ
て
分
解
さ
せ
て
脱
臭
し
ま
す
。

生
ご
み
を
バ
イ
オ
ガ
ス
化
し
て
マ
イ
ク
ロ

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
で
発
電
す
る
施
設
は
、
全
国

の
自
治
体
で
初
め
て
で
す
！

「
シ
リ
ウ
ス
」
は
、
市
全
体
の
生
ご
み
推

定
排
出
量
約
10
ト
ン
の
３
分
の
１
に
相
当
す

る
、
１
日
あ
た
り
３
ト
ン
の
生
ご
み
を
処
理

す
る
能
力
が
あ
り
ま
す
。

①
受
け
入
れ
ホ
ッ
パ
ー

生
ご
み
を
、「
受
け
入
れ
ホ
ッ
パ
ー
」
に

投
入
し
ま
す
。
ホ
ッ
パ
ー
に
は
、
２
日
分
の

生
ご
み
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
が
毎
日
排
出
す
る
「
ご
み
」
は
、
焼
却
処
理
に
よ
る
大
気
汚
染
や
地
球
温
暖

化
、
さ
ら
に
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
と
い
っ
た
、
環
境
に
与
え
る
悪
影
響
や
、
私
た
ち

の
生
命
と
健
康
に
関
わ
る
深
刻
な
問
題
が
あ
り
、
今
日
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
環
境
都
市
」
の
実
現
を
市
政
運
営
の
大
き
な
柱
に
し
て
い
る
白
石
市
で
は
、
こ
の

課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
向
き
合
い
、
環
境
負
荷
の
低
減
と
安
全
で
豊
か
な
市
民
生
活

の
維
持
を
図
る
た
め
、
生
ご
み
を
発
酵
さ
せ
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
主
成
分
と
す
る
「
バ
イ

オ
ガ
ス
」
を
作
り
出
し
、
電
力
と
熱
に
変
換
し
て
有
効
に
活
用
す
る
施
設
、
生
ご
み
資

源
化
事
業
所
「
シ
リ
ウ
ス
」
を
、
他
の
市
町
村
に
さ
き
が
け
て
福
岡
長
袋
地
区
に
整
備

し
、
４
月
か
ら
本
格
稼
働
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
、
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
食
料
と
農
業
、
そ
し

て
環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ
、「
シ
リ
ウ
ス
」
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

４
月
か
ら
本
格
稼
働 

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た 

生
ご
み
資
源
化
事
業
所 

 

生
ご
み
資
源
化
事
業
所 

 

★シリウスの概要★
広さ約6,000㎡の敷地に、国や県の補助を受けて、総事業費約５億１

千万円をかけ、延べ床面積336㎡の生ごみ資源化施設や農業用の温室ハ

ウス２棟などを整備しました。

資源化施設は、専門の業者に管理を委託し、プラント設備のほか、事

務室、トイレ、シャワー室、発電機室などを設置し、事務室で集中管理

しています。

★小学生が愛称の名付け親です★
シ＝しろいし
リ＝リサイクル
ウ＝いちごがうまい
ス＝すてきな施設
学校農園で農産物を栽培し
た小学生から愛称を募集し、
白石第二小の４年生（現５
年）の考えた「シリウス」
に決定しました。

▲名付け親の白石第二小学校の児童代
表に、２月の試運転開始式で川井市
長が感謝状を贈呈しました

生ごみ資源化の流れ

事業イメージ図 ［生ごみ資源化事業所シリウス］［生ごみ資源化事業所シリウス］ ［生ごみ資源化事業所シリウス］［生ごみ資源化事業所シリウス］ ［生ごみ資源化事業所シリウス］ 

生ごみ バイオガス 

環境負荷軽減 

■環境負荷軽減 
■食料・農業・環境に対する市民意識の向上 

ダイオキシン対策 

発電 

熱 

生産 
食農教育・生涯学習 

重油使用量 
の節約 

環境保全 
「環境都市」の実現 

農業用温室ハウス 

給食センター 
（調理作業用水の加熱） 

（学校農園） 
（親子ふれあい農園） 

給食センター 
病院、事業所 
一般家庭 

資源循環型社会の構築 
廃棄 消費 

（施設内利用） 

生
ご
み
が

熱
と
電
気
に
変
わ
る
ま
で

処
理
能
力
は
市
で
排
出
す
る

生
ご
み
量
の
約
３
分
の
１
で
す

３
ト
ン
の
生
ご
み
か
ら
お
風
呂
１
５
０
杯
分

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
し
ま
す

施
設
の
使
用
電
力
の
半
分
を
発
電
し
ま
す

温
水
を
農
業
用
温
室
ハ
ウ
ス
と

給
食
セ
ン
タ
ー
に
供
給
し
ま
す

３
ト
ン
の
生
ご
み
は
最
終
的
に
60
㎏
に

▲受け入れホッパーに投入された
生ごみ

▲移送コンベアと分
別機

▲バイオリアクタと
脱硫塔（手前）

▲マイクロガスター
ビン発電機

▲ガスホルダ

▲スラリータンク


